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「核酸メチル化修飾の検出と操作」
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ゲノムDNAや転写産物RNAの一次配列に加えて、エピジェネティック
修飾やエピトランスクリプトミック修飾と呼ばれる核酸の修飾が遺伝
子発現に重要な役割を果たしている。これらの役割を理解するために
は、配列選択的に核酸の修飾状態を検出したり、操作する方法論が求
められている。私たちは、天然に存在する核酸結合タンパク質を鋳型
として、DNAメチル化を配列選択的に検出する人工タンパク質を創製
した。また、RNAの代表的な修飾であるN6-メチルアデノシンを簡便
に検出する手法の開発や、配列選択的にRNAのメチル化状態を制御す
る人工タンパク質の創製に取り組んできた。本講演では、これまでに
得られた知見の紹介と、核酸の標的化の展望に関する議論を行う。
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